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大型レーザー装置の運用と 
データ共有の可視化 

=SEDNAを中心とした研究推進= 
 

SEDNA: System of Experimental Database 
 for NAtional users’ laser facility 



まとめ 
•  大阪大学レーザーエネルギー学研究センターは，大型
レーザーを利用した高エネルギー密度科学の共同利用・
共同研究拠点 
•  大型レーザーを用いた研究は複数名で構成されたチーム
単位で行われる． 
•  準備及び装置運転の指示，実験結果，学会発表資料，論
文下書きなど，様々なタイミングで研究者間の情報共有
が必要 
•  実験データベースSEDNAを開発し，多種多様なデータを
研究者間で可視的に共有出来るシステムを構築 
•  捏造を予防するとともに，疑義が生じた場合のデータ追
跡にも，SEDNAを活用 



阪大レーザー研の紹介 

3!



http://www.ile.osaka-u.ac.jp/	


配属学生の所属!
工学研究科電気電子情報，応用物理専攻!
理学研究科物理専攻，宇宙地球科学専攻!
関西大学!
近畿大学!
摂南大学!
大阪工業大学 

大阪大学吹田キャンパスのほぼ真ん中に 
レーザーエネルギー学研究センターがあります 

4!

ILE, Osaka 



大阪大学における高エネルギー密度科学/レーザー核融合の主要成果 
1986年 

核融合点火に必要な温度達成 
（核融合反応中性子発生数世界記録：1億度） 

C. Yamanaka et al., Nature 

1991年 
核融合点火に必要な超高密度達成 

（世界最高の密度達成：固体の600倍） 
H. Azechi et al., Laser and Particle Beams 

2001年 高速点火による効率的な加熱に成功 
R. Kodama et al., Nature 

2002年 点火温度へのスケーリングを実証 
R. Kodama et al., Nature 

2009年 実験室X線天文学の開拓 
S. Fujioka et al., Nature Physics 

1998年 レーザー宇宙物理の提唱 
高部英明、野本憲一, 日本物理学会誌 

B. Remington et al., H. Takabe, Science 

2004年 高エネルギー密度プラズマの制御法の開拓 
R. Kodama et al., Nature 

レーザー核融合
研究の幕開け 

レーザー核融合
点火施設の建設
（米国） 

高出力レーザー 
利用研究分野の拡大 

世界最高出力のPWレー
ザーの建設(日本)  

FIREXプロジェクトの
開始 (日本) 

高エネルギー密度プラズ
マ利用研究の拡大 

レーザーエネルギー学と異
分野との交流の促進 

2012年 超強磁場発生技術の開発 
S. Fujioka et al., Scientific Reports 

レーザー生成放射線 
の制御性の大幅な向上 

5!
2014年 レーザー飛翔体を用いた大量絶滅の模擬 

S. Ohno et al., Nature Geoscience 
地球惑星科学 
の謎の一つを解明 

500 µm
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ナノ秒 　爆縮⽤用レーザー�
GEKKO-‐‑‒XII  �

ピコ秒 　加熱⽤用レーザー�
LFEX:  世界最⼤大のピコ秒レーザー�

!
国内最大エネルギーの激光XII号レーザーと!
世界最高パワーのLFEXレーザーを柱に研究を展開! ILE, Osaka 

核融合燃料料ターゲット�

レーザーエネルギー学研究センター 



研究データベース  SSEEDDNNAA##  
#System for Experimental Database!

For NAtional users’ facility  

7"



 
レーザー研では、大型レーザー装置で取得した 
実験データをSEDNAを経由せずに受け渡すことを禁止 

データの追尾性を維持し捏造を予防するため
に、USB等でのデータやりとりを禁止してい
ます！"
"
第52回大型装置運用計画会議"
（2009年11月27日）"

ILE, Osaka 

データの追跡性 



SEDNA以前 
• 　データベースにアクセスできるのはレーザー研内からのみ 
• 　USBメモリ等を使ったデータ受け渡し多数 
• 　電子メールの添付書類等での連絡多数 
• 　規格化されていない指示 
• 　大量の紙配布物 

SEDNAが目指したもの 
• 　全国の共同研究者が所属研究室で実験提案・データ解析出来る環境 
• 　実験に関わるプロセスを規格化し、ミスや誤解を予防 
• 　オンライン化により紙媒体での情報共有を低減 
• 　安心してデータ及び解析結果を保管できるセキュアな環境 
• 　データ、データの流れ、解析の経緯を管理（漏洩・捏造の予防） 
 
SEDNAの未来 
• 　天体観測衛星のごとく、計測から数年を経たデータをアーカイブ化し、コ
ミュニティーで半永久的に共有できる環境の構築 

 
データベースSEDNAを中心に， 
共同利用拠点に相応しいデータ共有の仕組みを構築 ILE, Osaka 

SEDNAの目標 



 
実験データベースSEDNAをハブとして複数機関の 
複数の研究者が参加するバーチャルな研究環境を提供 ILE, Osaka 

SEDNAの目標 

計測データ 

計測パラメータ入力 
ターゲットデータ 
（写真、図面、テキスト） 

シミュレーションデータ 
（パラメータ、可視化像） 

レーザーデータ 

エネルギー 

波形 

集光サイズ 

日時 
ASNARO 

学会発表 
論文 

国内外大学・研究機関 

レーザー研 

解析データ 

共同研究者	

解析 
情報共有 
議論	

A大学 B大学 

C研究機関 

様々な共同研究に対応するため、データアクセス権限を細かく設定できる。 
データの不正改ざん防止のため、修正履歴をすべて記録できる。 



大型レーザー装置・実験体制	

FL-XX（GXIIシリーズ名/数ヶ月単位）	

2015A1-01 
（数週間単位）	

2015A1-02 
（数週間単位）	

計測サポート部	阪大レーザー研 
所内受入教員 
所内研究者 
所内学生 
...... 

○○大学 
教授A 
学生A 
学生B 
....... 

○○企業 
主任A 
社員A 
社員B 
....... 

レーザー制御部	
2015A1-03 

（数週間単位）	

阪大レーザー研 
所内受入教員	

○○大学 
助教A 

阪大レーザー研 
所内受入教員	

○○研究所 
副主任A 

ターゲットグループ	

シリーズ世話人 
センター教員	



X線観測衛星におけるデータ管理を参考に 
大型レーザー装置に適した情報管理システムを設計 

実験提案者 提案審査 

論文 

大型レーザー装置 

計測チーム 

実験データベース 

高レベルデータ 

データアーカイブズ 

アーカイブズユーザー 

レーザー条件 
ターゲット条件 

計測 提案 

計測 

実験データ 

公開 

一定期間優先的に利用 

解析 
解析 

解析 

協力 

利用 

機器較正 

データ公開 

参考文献: 
「データ共有という理念」 
海老沢研、日本物理学会誌 
Vol. 63, pp. 670 ‒ 677, 2008年 

ILE, Osaka 



 
専用のWebサイトから 
各種データベースと利用マニュアルにアクセス可能 

ILE, Osaka 

SEDNAのフロントページ 
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実験提案者 受入教員 
ターゲット製作 
受付窓口 

製作担当者 

承認 

却下 却下 

内容確認 
 

承認 承認 

内容確認 
 

ターゲット発注の流れ 

ターゲット受発注 --- メール添付を利用したやり取りから， 
SEDNAを介した受発注の管理に移行 

ILE, Osaka 
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ショットリクエスト・シート スケジュールの簡易表示 

ショットマネージャーの皆さんから大変好評を得ています。 

ショットリクエスト ---  
入力項目を規格化し，情報の欠落や誤解を防ぐ 

ILE, Osaka 



アクセス権有り アクセス権無し 

アクセス権が無い場合、計測器調整及びターゲットショットの情報は表示されません。 

デイリースケジュール --- 視認性・利便性を保ちつつ， 
アクセス権を設定し，過剰な情報提供を避ける 

ILE, Osaka 



 
相互リンクの機能を用意 
クリック一つで、レーザー、ターゲット情報にアクセス可能 

ターゲット情報 レーザー情報 発注書図面 

リンクを有効活用するためにショットリクエストシートに情報を入力して下さい 

ILE, Osaka 

相互リンク機能 



G40xx1	

XPHC-1	

XFC-IV	

ESM-1	

FK-01	

G40xx2	

G40xx3	

XSC-VIIa	

L20x1	 Others	

FK-02	

 
ASNARO-EXP（ソフトウェア）を利用し， 
実験データの登録（Windows Explore様の見え方）  

ILE, Osaka 

規格化しにくい多様なデータの保管 



 
ASNARO-EXP（ソフトウェア）を利用し， 
多様なデータを登録・共有 

ILE, Osaka エキスプローラフォルダ構造
• Experiments

• FK-02
• G34000

• XSC

• Diagnostics
• XSC

• FK-02
• G34000

• Documents
• Information

実験シリーズ名
ショットID
計測器名

計測器名
実験シリーズ名
ショットID

実験データの登録，閲覧	

計測器毎で整理（Viewのみ）	

学会発表資料等を共有	

利用者への連絡用	

規格化しにくい多様なデータの保管 



 
研究グループ内での様々なデータの共有に 
活用している 

ILE, Osaka 

研究ミーティングの資料等もグループ内で共有 

規格化しにくい多様なデータの保管 



1. シミュレーションによる共同研究（共同開発も含む） 
•  シミュレーション研究、あるいは実験解析のために、 

コードを提供して実施する共同研究 
　提供コード：輻射流体、磁気流体、相対論電磁粒子、 
　　　　　　　　 高速電子輸送コード、他 
　共同研究先：原研関西研、長岡技科大、九大、 
　　　　　　　　　光産創大、EUVA、摂南大　等） 

•  共同研究者にコードを提供してもらい、それを共同研究
に活用する。 
　共同研究先：核融合研、レーザー総研、広島大学 

 
 
2. 実験データ解析用シミュレーションツールの提供 

•  実験データベース(SEDNA)上でシミュレーション 
を行うツールの提供（主に実験研究者が 
実験設計、解析のために利用できる。 
実験データベースからの操作、データ保存可能） 

プラズマ膨脹の予測 

解析ツールのユーザーインタフェースと解析結果の例 

プラズマの加熱プロセス 

 
実験データ解析のためにデータベースを介して， 
シミュレーションを行うツールを開発 

ILE, Osaka 

規格化しにくい多様なデータの保管 



 
平成27年に研究データの保存等に関するガイドラインを策定 
研究データの10年間保存のためにSEDNAを利用 

ILE, Osaka 

論文の元データの長期保管 

レーザーエネルギー学研究センター　ガイドラインからの抜粋"
第６ 研究データは、後日検証の必要が生じた際に利用が可能となるよう適切に保存するも
のとし、原則として以下の方法によるものとする。 
（１）資料のうち、電子データについては、本センターの実験データベースシステム
（System of Experimental Database for National users‘ laser facility: SEDNA）又は研究者
等が有するハードディスク等の記録媒体で保存し、紙媒体資料等については、ファイリン
グ等により保存するものとする。また、必要に応じてバックアップを作成するものとする。 

＜入力項目＞ 
　・論文シリアル 
　・論文タイトル 
　・第一著者 
　・責任著者 
　・備考 
　・研究データファイル 
　　登録 



 
平成27年に研究データの保存等に関するガイドラインを策定 
研究データの10年間保存のためにSEDNAを利用 

ILE, Osaka 

論文の元データの長期保管 

登録されたデータの一覧表示（Webからlogin無しで閲覧可能） 
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論文投稿の許認可前に元データを登録	



外部から着任した研究者の目から見ても， 
実験しやすいシステムであった． 
 

by　Y准教授（2014年着任） 
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